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　　　　追播における堆肥を含む混合覆土が急減オーチャードグラス

（Dacty：lis　glomerata　L）とエゾノギシギシ（Rumex　obtusifolis　L》

　　　　　　　　の嶋脇ならびに全牧草の乾物収量に及ぼす影響

西村光博

九州大学大学院農学研究院植物資源科学部門農業生産生態学講座

　　　　（九州大学農学部附属農場高原農業実験実習場）

要約本報告では，追播における堆肥を含む混合覆土が追播オーチャードグラス（Dacty：1is　glomerata　L）と

エゾノギシギシ（Rumex　obtusifolis　L．）の回数並びに全牧草の乾物収量に及ぼす影響について検討を行い，併せ

て荒廃草地の植生回復に対する新門門法の効果をも考察した．

　実験は九州中部高原地域に位置する当圃場（九州大学農学部附属農場高原農業実験実習場久住山中腹標高約

950m）において行った．実験区を3つ設けた．まず，覆土区については，草地用条播機を用いて溝（平均幅3．45cm，

平均深さ3．53cm）を切り，その後，手播きにより覆土（平均覆土幅5。45cm，平均覆土厚6．55cm）を行った．そ

の覆土はオールインワンタイプのものとして，堆肥と肥料と培養土（粘土質培養土）に種子を混入したものである．

つぎに，無覆土区については，堆肥と培養土を除いたものを施与した．また，対照区には，覆土区に施与するも

の相当量を全面散布した．

　追播オーチャードグラスのスタンドが確立する追丁2年後の春における同等数は，対照区（0．0本）＜無覆土

（7．63本）＜覆土区（9．29本）の順となり，それぞれの処理区間において有意差（p＜1％）が認められた．また，追播

前における1m2当たりのエゾノギシギシの呼数に対する追播2年後の同等数割合は，覆土区（86．6％）＜無覆土区

（88．0％）＜対照区（138．0％）の順となり，追播後，対照区が大きく増加したのに対し覆土区と無覆土区は減少した．

特に覆土区は対照区の63％の値を示し，両処理区間には有意差（p＜1％）が認められた．さらに，追播2年後にお

ける1m2当たりの牧草の乾物収量は，対照区（261．5g）＜無覆土（448．9g）＜覆土区（655．3g）の順で，それぞれの処

理区間で有意差が認められ，覆土区は対照区の2．5倍（p＜1％）の乾物収量を示した．

　本研究の結果，草地用条播機を用いた追播の際有機質である堆肥を含む覆土を行うことは半群オーチャード

グラスの茎数増加にきわめて有効であり，また覆土が有する遮光機能により強害雑草であるエゾノギシギシの発

芽抑制に対しても効果があることなどから，一一草地の牧草収量増加に大きく寄与することが明らかとなった．

　　　　　　　　　　緒言

　戦後，わが国の農業構造改善政策に基づき，大規模

草地改良事業が開始された昭和36年以降，既に40

数年が経過した．その間，社会情勢の大変化に伴い草

地畜産における諸問題も顕在化し，草地の荒廃が進ん

でいる（西村，1981；今堂ら，1983；梨木ら，1983；

鈴木，1984；平島，1984）．他方，環境問題そして食

料自給率や食の安全性が問われている今日，草資源の

利用を重視した草地畜産の重要性が再認識されてき
た．

　荒廃した草地の更新を行うには，完全耕起による方

法と簡易的に追回を行う方法とがあるが，大型機械を

用いた前者の場合，コストの面や土壌浸食あるいは

長期間休牧など多くの問題が提起されている（西村，

1981；今堂ら，1983）．一方，日常管理として追播を

行う方法は，それらの問題点では前者に優るものの，

1

追撃草の定着は容易でない（Chapman　et　al．，1985；

Jeannin，1971）．また，草地用条播機の開発による草

地更新に関する報告がある（山名ら，1998）ものの，

アジアモンスーン気候帯に属する特に九州において

は，草地用条播機を用いた場合，部分耕起後の裸地部

に雑草発芽問題が生じ：ている（西村，1981；今堂ら，

1983）．しかし，姦曲の際，環境汚染の問題を生じる

恐れのある除草剤を用いない雑草防除に対する効果的

な研究報告やオ”チャードグラスを追播した際追播

草地の収量等に対する追播効果についての報告は見当

たらない．

　筆者は既報（西村，2001；西村・林2003a）において，

覆土がエゾノギシギシの発芽抑制に有効であることを

報告した．

　本研究では，実際の追播を想定して，九州高原地域

の風土における諸問題（西村，1981；今堂ら，1983）



西　村　光　博

を考慮した農業生産生態学の視点から，オールイン

ワγタイプ：の覆土，すなわ、ち．s．堆肥と肥料と培養土，

た種子を混入した混合覆土が追播オーチャードグラ

ス（Dacty：1is　glomera・ta　L，）と主ゾノギシギセ（R．umex

obtusifolis　L．）の茎数ならびに全牧草収量に及ぼす影

響について試験検討を行い，併せて荒廃草地の植生回

復に対する追播効果を考察する．

　　　　　　　材料および方法

　実験は九州中部高原地域に位置する当圃場（九州大

学農学部附属農場高原農業実験実習場，久住山中腹標

高約950m）であり，腐植質黒色火山灰土壌からなり

草地造成後20数年経過したレッドトップ（．Agrostis

alba　L．），ケンタッキーブルーグラス（Poa　pra　tensis

L．）やシバムギ（Agropy：ron　repense　L．）などほふく型

二種主体でエゾノギシギシが繁茂する荒廃牧草地にお

いて行った．その実験概要を以下に示す．

　実験処理区は3っ設けた．まず，追播において溝を

切らないで二二を行う従来の追播法による処理区，こ

れを対照区とした．つぎに，慣行的に行われていると

ころの溝を切るが覆土を行わない方法，これを無覆土

区，そして3つ目は新しい追播法である溝を切って覆

土を行う覆土区とした．

　実験：処理区は幅10m×10mの1アールとした．追

播の際，lm2当たりの施与については，既報（西村，

2003a，2003b）を参考に，追播種子はオーチャード

グラス（ナツミドリ）2gを，堆肥（大鋸屑入り，大分

県畜産試験場による提供）を2kg，化成肥料（14－16－14）

は20g，また市販品である粘土質培養土（菱東肥料製

造芽出し1号，以下，培養土と称す）を』200gとし

た．対照区には，面積相当量を全面散布した．覆土区

については，実際の追記を想定して，草地用条播機

を用いて溝（平均幅3．45cm，平均深さ3．53cm）を切

り，その後，手播きにより覆土を行った．その覆土は

オ・Tルインワンタイプめものと，して，堆肥と肥料と培

葦土に極子を混入した．その施与章に？いては，対照

区と単位面積当たりめ施与量を向量とし，平均覆土

幅545Cm，t　．t平均覆‡厚6・55c卑において・1条5・45

×100cm2当たりの追播種子はオーチャードグラス

0．11g，堆肥IIOg，化成肥料1．lg（14－16－14）そして

培養土11．Ogとした．なお，無覆土区については，堆

肥と培養土を除いたものを施与した．

　実験：期間は2001年9月6日～2003年5月2日の

間であり，追播時期は2001年10月1日とした．調

査項目は，1条5．45cm×100cm当たりの追回オー

チャードグラスの品数を追播2か月後（2001年，11月

20日）と追播翌春（2002年4月20日）そして追回2

年後の春（2003年5月20日）において，またlm2当

たりのエゾノギシギシの語数を追播前（2001年9月6

日）と追播2年後（2003年5月20日）において，そ

してさらにlm2当たりの全牧草の乾物収量を追播2

年後（2003年5月20日）においてそれぞれ計測した．

実験は3反復とした．なお，その間の圃場内温度と降

水量については，佐賀大農学部の長裕幸博士らによる

観測データを検討に用いた．

　　　　　　　結果および考察．

　実験期間の気温および降水量はそれぞれFig．1と

Fig．2に示した．その間の冬季の最低気温が氷点下を

示す期間は2002年の場合，11月～翌年3月と5か

月間であったことに対して，2003年においては10

月～翌年4月と7か月間に至った．また，春4月～5

月の降水量については，2003年の場合，前年の1．5

倍と高い値を示した．

　本実験：の追播における堆肥を含む混合覆土が追播

オーチャードグラス（DactYlis　glomera　ta　L）の茎数：

（Fig．3）とエゾノギシギシ（．Rumex　obtusifolis　L．）の茎

数（Table　1）ならびに全牧草の乾物収量（Fig・4）に及ぼ
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Fig．　1．　Mean　air　temperature　of　every　month　period　from　September　2001　to　May　2003　at　Kuju

　　　AghcUItural　Research　Center　of　Kyusyu　University．
　　　The　data　were　partly　missing　at　some　months．
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新追播法の効果
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Fig．3．　Effects　of　covering　the　seed－bed　with　a　mixture　of　compoSts，　fertilizets，　seeds　and　soil　on　the

　　　　stem　of　Dactylis　glomerata　L．（abbreviated　to　Dg）　per　5．45cmx　100c　m　Qn．Nov．20，2001，

　　　　Apr．20，2002　and　May　2，2003　in　the　directly　drilled　pasture　sward　on　October　1，2001．
　　　A）The　treatment　of　drill　seeding　cove血g　the　seedLbed「（3．45　cm　wide　and　3．53　cm　deep）with　a　mixture　of

　　　　composts，　fertilizers，　seeds　of　Dg　and　commercial　clay　soil　（5．45　cm　Wide　and　6．55　cm　thick）　on　October　1，

　　　　2001．
　　　B）　The　treatment　of　the　drill　seedmg　without　covering　the　seed一一bed，　where　there　was　a　dressing　of　fertilizers　and

　　　　seeds　of　Dg　wi血out　coゆosts　and　commercial　clay　soil　on　October　1，’　2001．

　　　C）　The　treatment，　which　was　the　control，　of　broadcasting　the　mixture　of　composts，　fertilizers，　seeds　of　Dg　and

　　　　commercial　clay　soil　over　the　pasture　sward　on　October　1，　2001　without　’drilling．　一

　　　D）　Significantly　different　（＊’p〈O．01）　among　each　treatment．

す影響を以下に示しその検討を行い，併せて追川効果

を考察する．

追播オーチャードグラスの個数への影響（Fig．3》

　追播2か月後，5．4cm×100cm当たりのオーチャー

ドグラスの初期発芽茎数は対照区（OrO本）＜無覆土

（13．8本）＜覆土区（20．4本）の順（p〈1％）であった．

また，追播オーチャードグラスのスタンドが確立する

とされる追播2年後，翌翌春における同茎数において

もFig．3に示したとおり，対照区（o．o本）＜無覆土（7．63

本）＜覆土区（9．29本）の順となり，それぞれの処理区

間において有意差（p＜1％）が認められた．

　作溝を行った覆土区および無覆土区において高い茎

数が認められたことは，先ずは作溝により裸地が生じ

たため追播草の着床を促進したものと考えられる．さ

らに，無覆土区より覆土区において高い茎数が認めら

れたことで，条播における覆土の重要性が実証された．

エゾノギシギシの回数への影響（Table　1）

　追記前における1m2・当たりのエゾノギシギシの

茎数に対する追播1年後の同茎数割合は，覆土区
（86．6％）＜無覆土区（88．0％）＜対照区（138．0％）の順と

3
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なり，追播後，対照区が大きく増加したのに対し覆

土区と無覆土区は減少した．特に覆土区は対照区の

63％の値を示し，両処理区間には有意差（p＜1％）が認

められた．これらのことから，まず，溝を切ることに

よる既存エゾノギシギシへの物理的損傷の結果，茎数

減少が生じたものと考えられる．つぎに，覆土区と無

覆土区との間には有意差は認められなかったものの，

覆土による回数減少の傾向が示されたことは，追播の

際の覆土による遮光の結果，光好性雑草であるエゾノ

ギシギシの発芽抑制が生じたものと考えられる．この

ことは既報（西村，2001；西村・林，2003）において

明らかにした室内実験の結果と同様，実際の四四にお

いても，堆肥を含む混合覆土のエゾノギシギシに対す

る発芽抑制効果が現れたものと考えられる．

全牧草の乾物収量への影響（Fig．4）

　追播2年後の春におけるlm2当たりの全牧草の乾

物収量は，対照区（261．5g）＜無覆土（448．9g）＜覆土区

（655．3g）の順で，それぞれの処理区間で有意差が認め

られた．それぞれの処理区間での収量の相違について

は，つぎのことがらが考えられる．

　まず，覆土区と対照区とを比較した場合，両区には

同量の堆肥や肥料等が導入されたにもかかわらず，覆

土区は対照区の2．5倍（p〈1％）の乾物収量を示した．

これらのことは，一つには先に示したように覆土区に

おいて追播したオーチャードグラスの茎数増加が同

追播草の収量増加となり全牧草収量増に寄与したも

の，そしてまたtつには作溝による土壌の物理性の改

善と同溝内への堆肥投入による既存草の増収への相乗

的影響となって現れたものと考えられる．また，覆土

Table　1．　Effects　of　covering　the　seed－bed　with　composts　mixed　fenilizers　and　seeds

　　　　（Dactylis　glomerata　L．）　on　the　stemi）ofRumex　obtusifolis　L．per　m　2　in

　　　　the　directlv　drilled　nasture　sward．

Treatment before　drilling（A）　after　drilling（B）
B／A　（O／．）　2）

Covering　3）

Non－covering
Contro1

13．4

15．0

14．2

11．6

13．2

19．6

86．6　a4）

88．o　ab

13　s．o　c

1）Number　of　stems　per　m　2．

2）The　percentage　of　stems　of　Rumex　obtusifolis　L．per　m　2　in　the　pasture　sward　on

May　2，　2003　（about　two　years　after　drilling　on　October　1，　2001）　to　that　of　on　September　6，　2001

　（about　one　month　before　drilling）．

3）　Three　experimental　treatments　were　the　same　as　that　shown　in　Fig．1．

4）　Significantly　different　（““p〈O．Ol）　among　figures　having　different　small　letters　in　the　column．
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Fig．4．　Effects　of　covering　the　seed－bed　with　a　mixture　of　composts，　fertilizers，　seeds　and　soil

　　　on　the　dry　matter　yield　，of　the　grasses　per　m2　on　May　2，　2003　（about　two　years　after

　　　面lli・9）血th・di・ectly面11・d　p・・傭・・w・・d・n　O・t・b・・1・2001・

　　　Three　experimental　treatments　are　the　same　as　that　shown　in　Fig．3．

　　　Significantly　different　（““p〈O．Ol）　among　three　experimental　treatments．
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新追播法の効果

区は無覆土区の約1．5倍（p＜5％）の収量を示したこと

は，先に示したように茎数において無覆土区の約1．2

倍（p＜5％）を示したことと併せて，堆肥投入が影響し

たことによる増収効果が生じたものとであろうと考え

られる．

　つぎに，無覆土区は対照区と比較した場合，無覆土

区には堆肥が導入されていないにもかかわらず，無覆

土区は対照区の1．7倍（p〈1％）の収量を示した．この

ことは，作溝による追播草の定着が良好であったこと

と，また溝を切ることによる草地の膨軟化，すなわち

土壌の物理性の改善のため，土壌中への酸素貯蔵機能

や土壌の保水機能の向上などによる同氏草や既存牧草

の収量増への好影響が現れた結果と考えられる．この

事象は草地管理における作溝の重要性を改めて示した

ものであろう．

　名田・高橋（1998）は追播に関する報告で定着が容

易な幽囚適草種としてペレニアルライグラス（Lolium

perenne　L），アカクローバー（Trif（）lium　pra　tens　L．），

シロクラーバ（Trifolium　repens　L）を，また不適虚

抜にトールフェスク（Festuca　aruηd加acea　Schreb．），

チモシー（Phleum　pratense　L），アルファルファ

（．Medicago　sa　ti　va　L）をあげ，さらに北海道の基幹

草種であるオーチャードグラス（Dactylis　glomera　ta

L．）について追出草種として検討を行うことが重要で

あることを強調している．筆者は九州阿蘇・くじゅ

う高原地域における衰退した草地の植生回復策とし

て，同地域の基幹草種であるが定着が容易でない追

播オーチャードグラス（Chapman　et　al．，1985；Jean－

nin，1971＞の定着要因について追求してきた（西村，

1981；今堂ら，1983；西村，1990a，1990b，1991，

1992，　1994，　1995，　1997，　1999，　2001，　2003a，

2003b）．牧草地における牧草の痴話と収量との間に

は相関（佐藤ら，1967；西村，1994）が高いことから，

特に追二面の適正な茎数を確保するための検討を行っ

た．まず草地の植生状態に応じた追播時期，つぎにそ

れぞれの虚心時期に適した施肥の形態と量ならびに追

試後の既存草刈払い，さらに出湯翌春の一番草の刈

取り時期（西村，1990a，1990b，1991）とその後の刈

取り回数：（西村，1992）について行った．また，播種

前の種子処理として，播種床の土壌の乾燥状態に応

じ：た種子浸漬とその後の風乾処理（西村，1995）や，

土壌の保水性を改善するための火山灰土壌へ保水材

料を混入（西村，1997）の検討であった．そしてさら

に，追海草の発芽率向上のため球面の際の覆土（西村，

2001）であり，また九州高原地域の追i播において追口

草の定着向上の次に重要課題となる雑草対策（西村，

1981；金堂ら，1983）として，覆土による雑草，特に

強害雑草であるエゾノギシギシの抑制（西村，2003a）

であった．最後には，総括として追試効果の検討（西村，

2003b）をも若干行った．

5

　本研究はこれらの研究結果に基づいた追播草の定着

に最適な条件を考慮して，実際の追播において，堆肥

を含む混合覆土が追播オーチャードグラスと強害雑草

エゾノギシギシの茎数並びに全牧草の乾物収量に及ぼ

す影響を検討し，併せて草地におけるその追窮効果を

追求したものである．その結果，草地用条播機を用い

た追播の際有機質である堆肥を含む覆土を行うこと

は追播オーチャードグラスの茎数増加にきわめて有効

であり，また既報（西村，2003a）において明らかに

したことと同様，覆土が有する遮光機能により強害雑

草であるエゾノギシギシの発芽抑制に対しても効果が

あることなどから，追播草地の牧草収量増加に大きく

寄与することが明らかとなった．すなわち，本研究で

示した体系的な追播を行うことは，定着が容易でない

追播草の定着向上や草地の牧草増収そしてまた地域特

有の雑草防除など荒廃草地の植生回復あるいは草地の

生産性向上に対して有効である．

　以上，筆者はこれまでに農業生産生態学の視点から，

環境保全を重視した資源循環忌寸コスト持続的草地畜

産経営を行うことを目指して，荒廃草地における植生

回復の対策研究を行ってきた．それらのことは，追播

技術の確立に向けた基本的なかっ応用的な研究であ

り，既に荒廃した草地の植生回復あるいは草地の日常

管理としての荒廃化の防止など日本の草地畜産におけ

る重要問題に対する改善策として大きく寄与するもの

と考える．なお，覆土を効率的に行う作業機械の改良

などについては今後に残された検討課題である．
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Ste, m, emergence ofDactylis glomerata L. and Rumex obtsifolis L. and total

yield of grasses as affected by covering the seed-sbed with a mixture of com-

        posts, fertilizers, seeds and soil in directly drilled pasture sward

                                    Teruhiro NISHIMURA

Division ofAgricultural Ecology, Department ofPlant Resources, Division ofBioresource and Bioenvironmental

                            Sciences, Graduate School, Kyushu university

   This study was designed to examine stem emergence ofDactylis glomerata L. (abbreviated to Dg) and Rumex obtsifolis

L. (abbreviated to Ro) and total yield of grasses as affected by covering the seed-bed with a mixture ofcomposts, fertilizers,

seeds and soil in directly drilled pasture sward. The objective was to examine a mechanism for stem emergence ofDg mak-

ing a contribution to total yield of grasses by the ecological control of growth and germination of Ro in the renovation of

degrading pastures. The experiment was canied out in the degrading pasture sods that had been covered with Ro since the

                                                           '                               '         'establishment twenty and several years ago in the field at Kuju Agricultural Research Center of Kyushu University located at

an altitude of950 m in the middle ofKyushu highland area.

   Three experimental treatments were set up. The treatment No.1 was drill seeding covering the seed-bed (3.45 cm wide

and 3.53 cm deep) with a mixture of composts, fertilizers, seeds of Dg and commercial clay soil (5.45 cm wide and 6.55 cm

thick) on October 1, 2001. The treatment No.2 was the drill seeding without covering the seed-bed, where there was a dress-

ing of fe4ilizers and seeds without composts and commercial clay soil on October 1, 2001. The treatment No.3, which was

the control, was broadcasting the mixture of composts, fertilizers, seeds of Dg and commercial clay soil over the pasture

sward on October 1, 2001 without drilling. In these experiments, measurements were made on May 2, 2003 for the number

of stems ofDg in the area of5.45 cm Å~ 1OO cm and total dry matter yield per m2 ofgrasses. The number ofstems of Ro per

m2 was measured on September 6, 2001 (about one month before drilling on October 1), and then on May 2, 2003 (about two

years and a half after the drilling on October 1, 2001). The temperature and precipitation in the field were also measured dur-

ing this experimenta1 period.

  The number of stems ofDg in the area of5.45 cm Å~ 1OO cm on May 2, 2003 increased significantly (p<O.Ol) in the order

ofcontrol (4.1) < non-covering (7.63) < covering (9.29). The percentage ofRo stems in total stems per m2 showed changes

between September 6, 2001 (about one month before drilling) and May 2, 2003 (about two years and a halfafter the drilling),

covering (86.6 O/o) < non-covering (88.0 O/o) < control (130.8 O/o) with 63 O/o lower (p<O.O1) in covering compared wi'th control.

The tota1 dry matter yield of grasses per m2 on May 2, 2003 showed a significant increase (p<O.Ol) in the order of control

(261.5g) < non-covering (448.9g) < covering (655.3g), 250 O/o difference between covering and control.

   The results from this study suggested that the method of drill seeding covering the seed-bed with a mixture of composts,

fertilizers, Dg seeds and soil increased the number ofDg stems and total dry matter yield of grasses by decreasing the number

ofRo stems in the directly drilled pasture sward. The present method would make a contribution to simple methods of grass-

                                               '                                                 'land renovation technology in terrns of recovering vegetation by the ecological control of Rumex obtsifolis as weed in the

middle of Kyushu highlands area. '
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